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１ 地域区

 地域別構

くつかの地

 地域区分

③将来の開

基本計画な

 その結果

素」，「市

     

    表

地

 
  北

 
 

  山

 

 
 
 
 
 
 

  中

 
 
 
 
 
 

  浜

 
 
 
 

  南

地

区分の考え

構想では，地

地域に分けて

分の考え方と

開発動向(埋立

などにおける

果，本マスタ

市街地拡大の

表 1-1  地域

域区分 
面積

(ha

北部地域 

  88

 

 

 

手地域   31
 

 

 

 

 

 

 

央地域   40
 

 

 

 

 

 

浜地域   12

 

 

 

 

南芦屋浜

地域 

12

 

 

え方 

地域の市民ニー

て，各地域の特

としては，①

立地，市街地

る地域区分・

タープランでは

の経緯」などに

区分と地域の

積 

a) 

人口 

(人) 

88.0  1,725

 

 

 

5.0 21,190

 

 

 

 

 

 

 

03.0  52,684

 

 

 

 

 

 

25.6 13,346

 

 

 

25.6   4,293

 

 

 

ーズや地域特

特性や課題を

社会的圏域(

地開発事業な

地区区分を参

は，「南北に

に着目し，市

の概要 

人口密度
(人/ha)

    1.94 芦

奥

奥

芦

  67.27 市

 市

 仲

 

130.73 市

市

体

芦

芦

芦

図

谷

富

打

上

芦

県

保

106.26 芦

海

海

テ

芦

環

芦

34.18 南

マ

潮

芦

親

南

潮

 

特性に応じた

を把握します

(小学校区，町

ど)などの要

参考に，地域

に細長い地理

市域を東西方

主な公共施設

芦屋市霊園 

奥山貯水池 

奥山浄水場 

芦屋市聖苑 

市立芦屋病院 

市民プール 

仲ノ池緑地 

市役所 

市民センター 

体育館・青少年セン

芦屋警察署 

芦屋税務署 

芦屋郵便局 

図書館・美術博物

谷崎潤一郎記念館

富田砕花旧居 

打出教育文化セン

上宮川文化センタ

芦屋公園 

県芦屋健康福祉事

保健福祉ｾﾝﾀｰ・あ

芦屋中央公園・野

海洋体育館(県立)

海浜公園プール

テニスコート 

芦屋下水処理場

環境処理センター

芦屋キャナルパー

南芦屋浜病院 

マリーナ 

潮芦屋ビーチ 

芦屋市総合公園

親水中央公園 

南芦屋浜下水処理

潮芦屋交流センタ

具体的なまち

。 

町単位など)，

素を勘案しま

域ごとに特色

的形状」，

向に区切って

設等 

 鷹尾

 高座

藤木

会下

 奥池

ごろ

エン

 旧山

 適翠

 八十

 朝日

 芦屋

岩園

八幡

 芦屋

細雪

ンター 

物館 

館 

ンター 

ター 

事務所 

あしや温泉

 俵美

 虚子

阿保

 金津

 ぬえ

 打出

阿保

 

野球場 

ー 

ーク 

 

 

 

 

 

理場 

ター 

 

 

ちづくり方針

，②分断要素

ます。また国

あるまとまり

「鉄道や道路

て，５つの地

主な寺社，史跡

その他 

尾城跡(城山) 

座の滝 

木九三レリーフ 

下山遺跡 

池・赤池 

ろごろ岳 

ンバ中国近代美術

山邑家住宅 

翠美術館 

十塚古墳群 

ヶ丘遺跡 

屋神社 

園天神社 

幡神社 

屋廃寺跡  

雪碑・潮見桜 

美術館 

子記念文学館 

保親王塚 

津山古墳 

え塚 

出天神社 

保天神社 

地域
地域区

針を定めるため

素(鉄道や道路

国土利用計画や

りとなるよう

路などの東西方

地域を設定しま

跡 

術館 

 

 

 山手小学

 朝日ヶ丘

 岩園小学

 山手中学

 甲南中学

芦屋大

期大学

芦屋学

 県警察学

精道小

宮川小

精道中

県立芦

海技大

浜風小

打出浜

潮見小

潮見中

県立芦

学校 

県立国

県立芦屋

域別構想
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区分の考え方

め，市域をい

路，河川など

や市街地整備

検討しました

方向の分断要

ました。 

学校 

学校 

丘小学校 

学校 

学校 

学・高校 

大学・芦屋学園短

学 

学園中学・高校 

学校 

学校 

学校 

学校 

芦屋高校  

大学校 

学校 

浜小学校 

学校 

学校 

芦屋国際中等教育

際高校 

屋特別支援学校

  

 

9

方 

い

ど)，

備

た。 

要

短

育
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地域区分の考

 

 

 

構想 
考え方 

 

図

図-1 地域

1 

域区分図 



 

２ 北部

 

 (１) 地

 

１) 北

■現

 北

区」

域

基づ

キ

 地

の後

 豊

周辺

■課

 当

害発

め

 北

らす

然

瀬戸

持管

 

させ

え，

全体

で人

を促

 

【北

 

部地域の

地域の現況

北部地域の現

現況 

北部地域は，

」，「近郊緑

として位置付

づく瀬戸内海

ングや登山に

地域山間部に

後人口が定着

豊かな自然に

辺は園地が整

課題 

当地域では，

発生時や冬期

ることにより

北部地域の山

す存在であり

を守るととも

戸内海国立公

管理を図るな

レクリエーシ

せ，傷つける

，施設整備よ

体として自然

人々が自然と

促すことが望

北部地域の課

 ・災害時及

 ・自然環境

 ・自然生態

・日常生活

・人にも自

 

まちづく

況，課題及び

現況と課題 

本市の北半

緑地保全区域

付けられ，全

海国立公園六

に訪れる人々

にある奥池町

着し，緑豊か

に恵まれた奥

整備され，市

長い歴史の

期の路面凍結

り，地域の活

山林は，貴重

り，都市近郊

もに，市民の

公園事業で位

など，地域特

ションの名の

ることにもな

よりも，人間

然環境を保護

と触れ合いリ

望まれます。

課題】 

及び緊急時の

境と調和した

態系とのすみ

活における安

自然にも優し

くり方針

び将来像 

半分を占める六

域」に指定され

全域が市街化調

甲地域に指定

で一年中にぎ

町は，昭和 36

で閑静な住宅

池(江戸時代

民の憩いの場

中で形成され

時の対策及び

性化を図るこ

な自然環境で

にある有数の

憩いの場，保

置付けられて

特性にふさわし

下に新たな施

りかねません

の行動範囲を

していく手法

フレッシュで

 

の安全確保 

た住宅地環境の

み分けによる自

安全性及び利便

しい保養の場と

 

   

六甲山系によ

れ，自然資源

調整区域に指

定された区域

ぎわいがあり

年の芦有道路

宅街が形成さ

代に猿丸安時に

場として利用

れてきた緑の

び高齢者の増

ことが必要で

であるととも

の保養地であ

保養の場とし

ている寄宿舎

しい環境保全

施設立地や開

ん。したがっ

をはっきりさ

法を用いるべ

できるような

の維持保全

自然環境の保

便性の向上

としての保全

よって構成され

源保全及び防災

指定されていま

域については，

ます。 

路開通によっ

されています。

によって造成

用されています

の中の独自の住

増加に伴う安全

です。 

もに，市街地の

あるともいえま

しての活用を考

舎(保養所)の空

全対策が必要

開発を許容する

って，当地域で

させて自然の生

べきと考えられ

な，人にも自然

保護 

全 

奥池

れた地域であ

災上の観点か

ます。そのう

雄大な自然

って開発された

。 

成)と奥山貯水

す。 

住宅地環境を

全で利便性を

の遠景として

ます。したが

考えていく必

空き家化の状

となっていま

ることは，現

ではあくまで

生態系とのす

れます。その

然にも優しい

池 

地域別

あり，大部分

から市街地を

うち，「自然公

然が育まれて

た別荘地でし

水池(昭和 47年

を保全すると

を考えたまち

て市民生活に潤

がって，今後

必要がありま

状況を踏まえ

ます。 

現在の自然の

で自然環境を

すみ分けを行

の上で，雄大

い保養の場と

別構想

71

北部地

が「風致地

抑制する地

公園法」に

おり，ハイ

したが，そ

年完工)の

ともに，災

づくりを進

潤いをもた

も豊かな自

す。特に，

た適正な維

形態を変化

主として考

うことで，

な自然の中

しての保全

  

 地域 
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北部地域

 

２) 北

 

ま

養

 

       北部

  

 

 

別構想 
域 

北部地域の将

北部地域で

ます。また，

養の場として

部地域の将来

あふれ

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来像 

では，今後も

山間部の良

ての保全を図

来像 

れる緑の

３つのまちづ

 

  豊かな自
 

豊かな自

防犯上の安

 

  都市に潤
 

国立公園

いをもたらす

 

  人々の憩
 

豊かな自然

リラックス

緑豊かな山林

好な住宅地の

ります。 

下，自然

づくり目標 

自然環境の下，

然に恵まれた奥

全性を確保しま

潤いを与える優

にも指定されて

す遠景として育

憩い，いやし，

然を最大限生か

し，リフレッシ

林や市域を潤

の生活環境を

然の息吹

育まれてき

奥池地区の優れ

ます。 

優れた自然の

ている貴重な

育みます。 

再生の場と

かすかたちで保

シュできるよ

潤す河川や奥池

を保全します。

吹を感じる

きた快適な住環

れた住環境を保

の恒久的保全

自然環境を恒久

としての自然環

保全し，すべて

うな保養の場と

池などの恵ま

。さらに，人

 

る地域 

環境の維持・

保全するととも

久的に保全し，

環境の保全 

ての人が雄大な

としての利用を

まれた自然を保

人にも自然に

 

 
 

・保全 
 

 

もに，防災・

 

 

，市街地に潤

 

 

な自然の中で

を図ります。 

保護し育み

も優しい保



 

 ３) 

豊

む

共

道

① 

 

② 

 

③ 

然

 

 

 

 

北部地域の

北部地域に

豊かな自然環

む「やまの緑

り，南部の芦

奥池地区は

共生ゾーン」

道路として位

ています。 

 北部地域を

 

地域交流軸

 当地域を南

地域と南部の

有道路は市外

水と緑のネ

 芦有道路及

域に潤いをも

続性をもたら

 また，奥池

セスとなる道

を形成します

身近な自然

市街地のラ

の導入部にあ

然と親しむこ

して位置付け

ことができる

の将来都市構

には商業及び

環境を有する

緑ゾーン」に

芦屋市霊園は

は，自然資源

として位置

位置付けられ

を特色付ける

軸 

南北に貫く芦

の市街地を結

外へも連絡し

ネットワーク

及び県道奥山

もたらす貴重

らす「水と緑

池町，奥池南

道を街路樹な

す。 

然や歴史と触

ランドマーク

ある高座の滝

ことができる

けます。奥池

る，「水辺の

構造 

び業務機能の集

山林のほぼ全

に位置付けられ

は市民の憩いの

源を最大限尊重

置付けられます

れ，地区に関係

るその他の都市

芦有道路及び県

結んで地域間の

し，有馬温泉方

 

山精道線に沿っ

重な水系であ

緑のネットワー

南町の住宅地内

などの緑で結

れ合う拠点

であるととも

滝，歴史的な採

「身近なみど

池周辺は，子供

触れ合いゾー

   

集積した都市

全域が，自然

れます。当地

の場として「

重するととも

す。奥池地区

係のない通過

市構造として

県道奥山精道

の活発な交流

方面に至る準

って地域を縦

り，市域南部

ーク」として

内の主要な生

結んで，地域生

もに歴史的遺

採石場であっ

どりと触れ合

供たちが水辺

ーン」としま

市拠点や，主要

然環境の中で人

地域は「水と緑

「みどりの拠点

もに，自然と調

区内の道路は，

過交通等は，通

ては，以下の

道線は，地域

流を促す地域交

準広域的なア

縦断する芦屋川

部の山手地域や

て位置付けます

生活道路や，身

生活に潤いを

遺跡が残る城山

ったごろごろ岳

合う拠点」，

辺を中心とした

ます。 

要な都市軸は

人々がハイキ

緑のネットワ

点」に位置付

調和した住環

，地区の市民

通り抜けでき

ようなものが

の骨格を形成

交流軸に位置

クセス道路と

川は，野生動

や中央地域を

す。 

身近な緑と触

をもたらす「

山及び会下山

岳一帯は，人

「芦屋の歴史

た自然観察な

地域別

は存在しない

キングや森林

ワーク」の起

付けられます

環境を創造す

民の生活を支

きないように

が上げられま

成する道路で

置付けます。

としても機能

動物の水場で

を貫いて，地

触れ合う拠点

「水と緑のネ

山遺跡周辺，

人々が気軽に

史と触れ合う

などの環境学

別構想
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北部地

ものの，

林浴を楽し

点でもあ

。 

る「自然

える区画

整備され

す。 

であり，当

また，芦

能します。 

であり，地

地域間に連

点へのアク

ットワーク」

六甲山へ

訪れて自

拠点」と

学習を行う

  

 

3

地域 
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北部地域
別構想 
域 

図 2-1 北部地域の将来来都市構造

 



 

(２) 土

 

１) 土

緑

まま

奥

その

園法

 

２) 住

 奥

恒久

 奥

ては

甲地

ます

 

３) 山

① 

② 

 

 

 

土地利用の方

土地利用の配

緑豊かな山林

まの環境で保

奥池及び奥池

の他の地区に

法等で認めら

住宅系の土地

奥池及び奥池

久的に保全す

奥山第一工区

は，自然保護

地域にふさわ

す。 

山林及び緑地

芦屋の歴史

 ごろごろ岳

ン」とします

優しいリフレ

 なお，これ

 

山地 

 森林につい

発行為を厳し

 また，ハイ

イン設置や展

としての機能

方針 

配置方針 

林や清流など

保全すること

池南町等の土

については，

られる範囲内

地利用方針 

池南町の成熟

するために，

区，第二工区

護を観点に慎

わしい環境を

地系の土地利

史に触れ合う

岳に至る自然

す。これらの

レッシュ空間

れらの地区内

いては，保全

しく制限し，

イキングコー

展望広場設置

能の向上を図

に恵まれた北

とします。

土地利用は，住

青少年の心身

のものにとど

した良好な住

地区計画に基

，第三工区，

慎重に検討し，

維持し，緑地

利用方針 

ゾーン 

然遊歩道周辺，

のゾーンでは，

間として保全し

内での開発行為

全林としての機

併せて市全体

ースとなってい

置などの必要最

図ります。 

   

北部地域の土

住宅及び保養

身の健全な発

どめます。 

住宅地及び緑

基づき，継続

第四工区な

原則，認め

地の保全を推

，城山及び会

，現在の自然

します。 

為は原則行わ

機能を促進す

体の都市環境

いる山道や遊

最低限の整備

土地利用に当た

養所を原則と

発達に資するた

緑豊かな美しい

続的な住環境の

などの既に開発

めない方針と

推進し，宅地の

会下山遺跡付近

然環境を最大

わないものと

するとともに恒

境の保全を図

遊歩道部分につ

備を検討し，安

たっては，生

し，優れた自

ための公共・

い住宅地景観

の保全を図り

発された地域

します。また

の細分化が行

近を「芦屋の

限生かすため

します。 

恒久的な環境

ります。 

ついては，環

安全性の確保

地域別

生態系を乱さ

自然環境を保

公益施設と

観など，優れ

ります。 

域以外の宅地

た，瀬戸内海

行われないよ

の歴史に触れ

めに，人にも

境保全を図る

環境に配慮し

保と憩い，い

別構想
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北部地

ない自然の

全します。

し，自然公

た住環境を

開発につい

国立公園六

うに配慮し

れ合うゾー

自然にも

ため，開

しながらサ

いやしの場
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域 

図 2-2 北部地域の土地地利用方針

 



 

(３) 都

 

１) 道

 宅

修時

  

２) 自

 都

た

では

楽

 

(４) 自

 

１) 良

 良

しま

す。

どの

 

２) 芦

① 

② 

 

(５) 都

 

１) 山

当

域の

につ

ます

都市施設整備

道路整備方針

宅地開発時に

時に，地域生

自然遊歩道の

都市近郊の貴

め，山手地域

は，案内板，

しめる環境づ

自然環境保全

良好な自然環

良好な自然環

ます。また，

。春の花や秋

の餌場となる

芦屋の歴史に

水辺環境の

 奥池周辺の

て学ぶことが

であるいもり

 

自然と触れ

 かつて採石

歴史的にも貴

芦屋の姿がし

ら，芦屋の歴

を図ります。

都市景観形

山林の開発規

当地域での開

の山林景観を

ついては，周

す。 

備の方針 

針 

に整備された

生活に潤いを

の整備方針 

貴重な自然環

域から六甲山

ベンチ，バ

づくりを心掛

全及び都市

環境の保全 

環境を守るた

砂防事業を

秋の紅葉を楽

るような生態

に触れ合うゾ

の形成 

の山林では，

ができるよう

り池等の湿地

れ合う空間の

石場があり，

貴重な場所で

しのばれる場

歴史を感じら

 

形成の方針 

規制等による

開発行為を制

を保全し，本

周辺の景観に

奥池及び奥池

もたらす「水

境として，人

系に至るハイ

イオトイレな

けます。 

市環境形成の

めに，関係機

実施する際に

楽しめる木々を

系に優しい自

ゾーンづく

子供たちが動

に，環境学習

地環境を保全し

形成 

大阪城築城

であるごろごろ

場所である城山

られるシンボリ

る景観の形成

限し，貴重な

市の都市景観

配慮したデザ

   

池南町の住宅

水と緑のネッ

人々が気軽に

イキングコー

などの設置を

の方針 

機関と協議し

に，様々な種

を植林すると

自然環境豊か

りための方

動植物の観察

習型の水辺環

します。 

城の際に切り出

ろ岳一帯，ま

山と会下山遺

リックな場所

成 

な自然環境を

観の形成に資

ザインを検討

宅地内の主要な

ットワーク」の

に触れ合える憩

ースの充実を図

を検討し，すべ

して「六甲山系

種類・樹齢の木

ともに，実の

かな山林形成を

針 

察などを通じ

環境の形成に努

出された刻印

また，史跡・遺

遺跡は，現在

所として，心

を恒久的に保護

資するものと

討することによ

な道路につい

の形成を図り

憩いや，いや

図ります。主

べての来訪者

系グリーンベ

木々を積極的

のなる木々に

を目指します

て自然の生態

努めます。ま

印石やくさび

遺跡が残され

の緑豊かな自

の安らぎを得

護することに

します。また

より，良好な

地域別

いては，道路

ります。 

やしの環境づ

主要なハイキ

者が快適にハ

ベルト整備事

的に植林する

により，鳥類

す。 

態系や環境保

また，サギス

び跡のある巨石

れており，は

自然環境を生

得るための空

によって，今

た，フェンス

な山林景観の保

別構想

77

北部地

等の維持補

くりを図る

ングコース

イキングを

業」を推進

ようにしま

や昆虫類な

保護につい

ゲ自生地

石が散在し，

はるか昔の

生かしなが

空間づくり

後も北部地

等の人工物

保全を図り
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２) 住

豊

力に

 

３) や

城

今後

 

(６) 都

 

１) 住

① 

非

 

② 

③ 

２) 山

① 

② 

(７) 福

 水

ルデザ

別構想 
域 

 

住宅地景観の

豊かな緑と良

による多様な

やまの緑ゾー

城山やごろご

後も眺望の確

都市防災の方

住宅地の防災

避難場所の

当地域には

非常時には法

災害時の対

芦有道路が

て位置付け，

を検討し，非

を関係機関の

 

防災重要路

 芦有道路及

ことから防災

や，維持管理

 

山林防災の方

山火事  

 森林火災を

また，関係

 

土砂災害  

 本市では，

「六甲山系グ

 

福祉のまちづ

と緑のネット

ザインの歩行

 

の維持及び保

良好な住宅建築

な工夫により，

ーンの眺望点

ごろ岳，芦有道

確保を図ります

方針 

災まちづく

の確保 

は，常住世帯

法人所有の保

対策 

が閉鎖された

市民との協

非常時におけ

の協力により

路線の機能充

及び県道奥山

災重要路線と

理の強化を図

方針 

を防止するた

係機関と協議

土砂災害に

グリーンベル

づくり方針

トワークに位

行空間の形成

保全 

築に支えられ

，さらなる景

点確保 

道路等は，市

す。 

り方針 

帯以外にも，保

保養施設開放等

た場合に備えて

協働により，防

ける救急活動に

確保，維持管

実 

山精道線は，北

して位置付け

図ります。 

ため，入山者に

議し，山林火災

に強い山づく

ルト整備事業」

針 
置付けられた

を目指します

れた，優れた

景観の向上を

市街地を一望

保養施設や宿

等の協力体制

て，奥池消防

防災・備蓄倉

にも対応しま

管理し，災害

北部地域と南

けるとともに

に山林でのマ

災用施設の整

りと自然豊か

」を推進しま

た道路を中心

す。 

住宅地景観を

図ります。

できる優れた

宿泊施設への来

制を維持し，更

防分遣所を地

倉庫の適切な維

ます。また，ヘ

害時の応急対策

南部の市街地

に，関係機関

マナー遵守を啓

整備や山火事

かな森づくり

ます。 

心に，誰でも安

を維持保全す

たビューポイ

来訪者がある

更なる協力体

区内における

維持管理や複

ヘリコプター

策活動に備え

を結ぶ唯一の

と協議して道

啓発します。

防止看板の設

を目指して，

安心して散策

するとともに，

ントであるこ

ることを考慮

体制を検討し

る防災活動の

複数の情報通

ー臨時離着陸

えます。 

のアクセス道

道路の防災点

 

設置等に努め

関係機関と

策を楽しめる

市民の協

ことから，

に入れ，

ます。 

の中心とし

通信手段等

陸場の空間

道路である

点検の充実

めます。 

連携し

ユニバーサ



 

図 2-3 北部

   

部地域のまちづくり方針
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山手地域 

３ 山手

 

(１) 地

 

 １) 

別構想 

手地域の

地域の現況，

山手地域の

■現況 

 山手地域は

中でも六麓荘

地区の一つで

 六麓荘の開

年設立の「(

媚な六甲山麓

とし，３区画

電話，ガス，

ら 70年以上

 地域内には

高校）などの

施設がありま

芦屋神社や岩

ど昔をしのば

ことが分かり

 また，岩園

るなど，身近

■課題 

 当地域の住

かしながら，

ジが崩れつつ

討しなければ

地形的には

が法面となっ

が必要です。

特に，急勾配

望まれます。

 また，景観

明媚な優れた

加などが目立

環境を保全す

ちづくりを進

 公共・公益

まちづく

，課題及び

の現況と課題

は，阪急以北

荘は全国にそ

です。 

開発は，東洋

(株)六麓荘」

麓に位置する

画以上の邸宅

上下水道を

上も経った現在

は，山芦屋町

の文教施設や

ます。また，

岩園天神社な

ばせる街並み

ります。 

園町付近には

近に自然を感

住宅地の緑豊

それらの緑

つあります。

ばなりません

は土地の勾配

っている箇所

また，地域

配の細街路が

 

観が優れ，豊

た場所が数多

立ってきてい

するとともに

進めていく必

益施設につい

くり方針

び将来像 

題 

北の山の手に

その名を知られ

洋一の別荘地づ

によって昭和

る別荘地」に基

宅も数多く存在

を埋設し，街路

在でも，有数

町の滴翠美術館

や，市立養護老

当地域には朝

などの寺社が数

みが残されてお

は現在も田畑や

感じることので

豊かな都市空間

緑も年々減少し

そのため，ま

ん。 

配が大きいため

所が多く見られ

域の大部分が

が多い古い建物

豊かな歴史的背

多く残されてい

います。今後は

に，地域に眠っ

必要があります

いては，学校や

にあり，六甲山

れる風格のあ

づくりを目指

和 7年にかけ

基づいていま

在していまし

路灯は香港と

数の住宅地と

館や，六麓荘

老人ホーム和

朝日ケ丘遺跡

数多くあるほ

おり，古くか

やため池があ

できる地域で

間は，民有地

し，山手地域

まちの緑化を

め，急な坂道

れるため，地

が斜面崩壊の危

物が残る地区

背景の下に良

いますが，近

は，適正な土

っている歴史

す。 

や医療施設，

山系の山裾に

ある住宅街で

指し香港島の外

けて開発され

ます。開発当初

した。道路は

と同じ型の鋳物

して知られて

荘町の芦屋大学

和風園や三条デ

跡や八十塚古墳

ほか，西山町や

から生活が営

あり，市民農

です。 

地の庭園や生垣

域の特色であ

を推進し，自然

道や階段にな

地域内アクセ

危険性などか

区では，災害

良好な住宅地

近年宅地の細分

土地利用の誘導

史的要素や古

高齢者施設

開森

に良好な住宅

あり，芦屋の

外国人専用街

ました。六麓

初から１区画

幅員 6ｍ以上

物製品を採用

ています。 

学，朝日ケ丘

デイサービス

墳群，大阪城

や東芦屋町を

まれてきた歴

園や自然観察

垣等の緑に委

る緑につつま

然環境に配慮

っている道が

スや住宅地景

から宅地造成

に対応できる

が築かれてき

分化や集合住

導等により良

い街並みを生

などが立地す

橋周辺 

宅地が形成され

のイメージを

街区を模して

麓荘の名称は

画 300 坪から

上とし，その

用しています

丘町の甲南学

スセンターな

城刻印石など

を中心に路地

歴史豊かな地

察公園などに

委ねられてい

まれた邸宅街

慮したまちづ

が多く，敷地

景観の向上を

成規制区域とな

る安全なまち

きた地域であ

住宅の建設，

良好な住宅地

生かした芦屋

する地域であ

れています。

を代表する

て，昭和３

は「風光明

350 坪位

地下に電気，

す。開発か

学園（中・

などの福祉

どの遺跡，

地や水路な

地域である

に利用され

います。し

街のイメー

づくりを検

地の大部分

を図ること

なっており，

づくりが

あり，風光

空地の増

地としての

屋らしいま

あることか

 



 

【

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら，地形的な

す。 

 

山手地域の課

 ・緑あふれ

 ・急勾配の

・優れた住

・適正な土

・誰もが安

な制約を受け

課題】 

れる，自然環

の地形条件に

住宅地環境や

土地利用の誘

安心して歩け

けつつも，誰も

環境に配慮した

に応じた，安全

や歴史的街並み

誘導による優れ

けるまちづく

もが安心して

たまちづくり

全で安心でき

みを生かした

れた住環境の

りの推進 

て歩けるまちづ

りの検討 

きるまちづく

た芦屋らしい景

の保全 

仲

づくりを進め

りへの取り組

景観の創出 

ノ池 

地域別

めていく必要

組み 

別構想
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要がありま

 

 



地域別

 82 

山手地域 

２) 山

 

当地

に

のま

 ま

連続

組み

 

       山手

  

 

快
 

 

 

 

 

 

別構想 

山手地域の将

山手地域では

地域に散在す

より，市民が

まちの魅力を

また，山や水

続性を持つ快

みを進め，人

手地域の将来

快適環境

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来像 

は，良好な住

する歴史的資

がまちを自由

を再発見でき

水辺の自然と

快適な環境を

人と自然が共

来像   

境の下，

３つのまちづ

 

   人と自然
 

現在の良好

て積極的に守

目指します。

 

   歴史や文
 

歴史的な史

策できる環境

 

   すべての
 

山手の地形

いてまちを楽

住宅地が形成さ

源や芦屋の歴

に散策する中

るような環境

，市民生活が

育くんでいく

生し，精神的

芦屋ら

づくり目標 

然が共生する

好な住環境を保

守り育んでいく

 

文化と触れ合

史跡・旧跡や古

境を形成して，

の人に優しい

形的条件に配慮

楽しめるユニバ

されている現

歴史をしのば

中で，まちの

境を創出しま

が育む住宅地

くとともに，

的にも物質的

しさを再

る，心豊かな暮

保全するととも

くことで，豊か

合う，ゆとりの

古い街並みを保

ゆとりある生

い歩行者ネッ

慮しつつ高齢者

バーサルデザイ

現在の生活環

ばせる古い街並

の雰囲気を楽

ます。 

地の花や緑，さ

市民が主体

的にも豊かな地

再発見す

暮らしと快適

もに，身近な自

かな自然に囲ま

の生活空間の

保存し，芦屋の

生活空間の創出

トワークの形

者や障がいのあ

インの道づくり

環境を今後も守

並みを残す地

しみ，歴史や

さらに，魅力

となって地球

地域社会を育

 

する地域 

適環境の育成 

然の生態系を

れた潤いある

の創出 

の歴史を巡りな

出を図ります。

形成 

ある人等がゆっ

を目指します

守り育てると

地区を保全す

や文化に触れ

力的な公園や

球環境保全へ

育てます。 

 

 
 

成 
 

 

を市民が協力し

まちづくりを

 

 

ながら自由に散

 

 

 

くり安全に歩

す。  

とともに，

ること

，芦屋

並木が

の取り

 



 

３) 山

ます

軸」

か

地域

 

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

山手地域の将

山手地域全域

す。また，芦

」として位置

けての商業・

域からも様々

山手地域を特

地域交流軸

 地域内にお

域内の主要な

として位置付

豊かな緑と人

芦屋の歴史

 全国的にも

れた会下山遺

の八十塚古墳

ぎわい境内に

イト設計の旧

と触れ合う拠

街並み，水路

ます。 

水と緑のネ

 芦屋川とそ

線等)と，市

もたらし，周

豊かな街路空

水と緑のネ

結び，地域内

て，また，自

歴史のネッ

 会下山遺跡

から，身近な

広く利用して

し，案内板の

将来都市構造

域は，花と緑

芦屋山麓線と

置付けられま

・業務集積地

々な人が訪れ

特色付ける都

軸 

おける道路ネ

なアクセスと

付けます。「

人に優しいユ

史と触れ合う

もめずらしい

遺跡，縄文文

墳群の横穴式

に古墳も見ら

旧山邑家住宅

拠点」に位置

路などを結ん

ネットワーク

その支流の高

市立芦屋病院か

周囲の住環境

空間としての

ネットワーク

内のどこから

自然の生態系

ットワーク 

跡は，山の尾

なハイキング

てもらえるよ

の設置など必

造 

緑あふれる市街

朝日ケ丘線，

す。さらに，

区は，日常生

る「医療拠点

市構造として

ネットワークを

して機能する

「地域交流軸」

ユニバーサルデ

拠点 

い弥生時代の高

文化期の朝日ケ

式石室が見学で

られる芦屋神社

宅※は，歴史的

置付けられます

んで，人々が自

 

高座川，宮川及

から朝日ケ丘

境を守る「水と

の整備を検討し

は，当地域の

らでも好きな場

系が育まれる貴

尾根上に集落が

グコースとして

よう，阪急芦屋

必要な施設整備

街地形成を図

芦屋川左岸

阪急芦屋川

生活の利便を

点」として位

ては，以下の

を形成する芦

るとともに，

」では，次の

デザインの道

高地性集落跡

ケ丘遺跡，六

できる六麓荘

社及び国指定

的にも文化的

す。これら拠

自由に芦屋の

及び地域を循

丘幼稚園，市民

と緑のネット

します。 

の個性豊かで

場所に歩いて

貴重な空間と

がつくられて

て，また，歴

屋川駅から遺

備を検討しま

図る「まちの緑

岸線・右岸線が

川駅前の商店街

を図る「地域核

位置付けられて

のようなものが

芦屋川左岸線

南北の地域

の各種のネッ

道路空間を創造

跡として，平成

六甲山地南麓

荘町周辺，秋祭

定の重要文化財

にも貴重な景

拠点と，他の遺

の歴史散策を楽

循環する都市計

民プールへと

トワーク」と

で魅力的な公

てアクセスで

として都市に潤

ている全国的

歴史散策コー

遺跡までを結

ます。 

緑ゾーン」と

が市域南部と

街周辺と，岩

核」，市立芦

ています。 

が上げられま

，朝日ケ丘線

との交流を促

トワークと連

造します。 

成 23年２月

における代表

祭りには地車

財であるフラ

景観資源とし

遺跡や史跡，

楽しめるネッ

計画道路(芦屋

とつながる市

して位置付け

園や文化施設

きる身近な緑

潤いを与えま

にも珍しい弥

スとして市内

んで「歴史の

地域別

として位置付

とを結ぶ「地

岩園橋から水

芦屋病院周辺

ます。 

線及び山手線

促す「地域交

連携するとと

に国史跡に指

表的な古墳時

車(だんじり)

ランク・ロイ

して，「芦屋の

建築物，歴

ットワークを

屋山麓線・朝

市道は，地域に

け，維持補修

設，公益施設

緑の散策ルー

ます。 

弥生遺跡であ

内外からの来

のネットワー

別構想
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山手地域

けられ

域環状

道橋に

は，他

線は，地

交流軸」

もに，

指定さ

時代後期

 ※でに

ド・ラ

の歴史

歴史的な

を形成し

朝日ケ丘

に潤いを

修時に緑

設などを

ートとし

あること

来訪者に

ーク」と
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別構想 

 また，情緒

の病院などが

などは歴史的

を生かした散

しみのあるに

す。 

桜橋 

緒ただよう古

が並び，芦屋

的景観要素を

散策空間の整

にぎわい空間

古い街並みを残

屋らしい風情を

を有しています

整備を検討しま

間の形成のため

残す西山町と

を感じさせる

す。これらの

ます。特に，

め，山手線の

と東芦屋町は

る趣があります

の地区をネッ

芦屋川駅前

の整備に併せ

緑あ

，古い構えの

す。また，東

トワークし，

商店街につい

て歩行者優先

あふれる住宅地

の商店や寺院

東芦屋町の芦

歴史豊かな

いては，個性

先道路化を検

地 

院，洋館

芦屋神社

な街並み

性的で親

検討しま

 



 

 

図 3-1 山手地域の将来来都市構造
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(２) 土

 

１) 土

屋

い

低

 

お

２) 住

① 

保

② 

 

③ 

④ 

３) 商

 住

整備

別構想 

土地利用の方

土地利用の配

六麓荘の住

屋町，東山町

いる地区は，

朝日ケ丘町

低層戸建住宅

宮川線及び

おり地域生活

阪急芦屋川

住宅系の土地

成熟住宅地

地区計画や

保全します。

 

低層住宅地

 低層住宅地

心の住環境を

屋町等につい

等の制限を図

中低層住宅

 中低層住宅

 集合住宅が

また，現在既

って低層戸建

開発等に際

用により良好

 

沿道型住宅

 沿道型住宅

住環境と一体

 阪急神戸線

設等の立地を

 

商業系の土地

住商共存地は

備や，歩行者

方針 

配置方針 

住宅地は本市

町，岩園町，

「低層住宅

町や，阪急電

宅の中に中層

び山手線の沿道

活の核として機

川駅前にある芦

地利用方針 

地 

や町内会によ

 

地 

地は，市民と

を保全します

いては，建築

図ることによ

宅地 

宅地は，低層戸

が集積する地

既に良好な住

建住宅に配慮

際しては，「

好な住環境の

宅地 

宅地は，日常

体となって整

線と山手線の

を許容した，

地利用方針

は，風情ある

者優先道路化

を代表する

山芦屋町，三

地」とします

鉄に近く比較

の集合住宅が

道地区には，

機能していま

芦屋川駅前商

る建築協定の

の協働による

す。良好な住宅

築協定や地区計

より，芦屋らし

戸建住宅と中層

地区は，質の高

住宅地が形成さ

慮した優れた住

「景観計画」ま

の維持，誘導を

常生活に利便を

整った街並み景

の間の低・未利

中低層の沿道

(住商共存地

街並みを生か

等の検討によ

「成熟住宅地

三条町などの

す。 

較的古い街並

が混在する「

スーパーや

ます。これら

商店街は，「

の運用や市民

る美化活動や

宅地が形成さ

計画等の導入

しい住宅地の

層住宅が混在

高い住宅を中

されている部

住環境の維持

または「芦屋

を図ります。

をもたらす商

景観を形成す

利用地につい

道型住宅地と

地) 

かした身近な

よって商業活

地※」として位

の低層戸建住宅

並みが残る西山

「中低層住宅地

や銀行，テナン

の地区は「沿

「住商共存地」

民との協働に

や緑化の推進

されている三条

入を支援し，

の保全・形成

在しながらも調

中心とした良好

部分について

持向上に努め

屋市住みよい

 

商業施設等の

するよう誘導

いては，日常

としての利用

な商業空間と

活性化を図りま

位置付けると

宅による良好

山町及び東芦

地」とします

ントビル，飲

沿道型住宅地

とします。

より，六麓荘

により，今後

条町，山芦屋

宅地の細分化

を図ります。

調和した住環境

好な住宅地の

は，建築協定

ます。 

まちづくり条

立地を許容し

します。 

の生活に利便

を促進します

して，市民と

ます。 

ともに，山手

好な住宅地が形

芦屋町等の一

す。 

飲食店などが立

地」とします。

 

荘の優れた住

後も低層戸建

屋町，山手町

化防止や中高

 

境の形成を図

の形成を図り

定や地区計画

条例」等の適

し，これらが

便をもたらす

す。 

との協働によ

手町，東芦

形成されて

部の地区は，

立地して

。 

環境を

建住宅中

町，東芦

高層住宅

図ります。 

ます。

画等によ

適切な運

が周辺の

す商業施

る景観

 



 

図 3-2 山手地域の土地地利用方針
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(３) 都

１) 公

① 

② 

２) 駐

３) 道

① 

② 

③ 

別構想 

都市施設整備

 

公共交通機関

鉄道 

阪急芦屋川

セシビリティ

ン化を検討し

 

バス 

バスの利用

り，バス停留

 

駐輪場整備方

芦屋川沿い

備を検討しま

 

道路施設整備

歴史のネッ

各ネットワ

整備を検討し

案内板等の

の人が認識し

 

区画道路の

三条町，西

ついては，建

  

快適な歩行

宮川線から

ワークとして

ように，歩行

市道 185 号

れているため

します。 

また，芦屋

図ります。 

山手中学校

保を図る施設

 

備の方針 

関の整備方針

川駅は，北側

ィ※の向上と快

します。 

用を増進する

留所でのシェ

方針 

いに暫定的に

ます。 

備方針 

ットワーク・

ワークにおけ

します。 

のサインにお

しやすい案内

の改善 

西山町，山芦

建築物の建替

行者空間の創

ら芦屋山麓線

て位置付けら

行者を優先し

号線(芦屋神社

め，市民が歴

屋川と宮川沿

校・山手小学

設整備を検討

針 

側地区の交通整

快適な歩行空

ため，市民が

ェルターやベン

に設置されてい

水と緑のネッ

ける快適な歩行

おいては，点字

内表示を心掛け

芦屋町，東芦屋

替時に「狭隘道

出 

線を連携する市

られているため

した道路整備を

社へ続く道)は

歴史に触れて散

沿いの道路では

学校への通学時

討します。 

整序や商店街

空間の形成を

がバスを快適

ンチの設置等

いる駐輪場に

ットワーク

行者空間を創

字表示，数ヶ

けます。 

屋町などの幅

道路整備制度

市道 518 号線

め，市民が水

を検討します

は，歴史のネ

散策を楽しめ

は，河川空間

時の安全確保

街の歩行者優先

図るとともに

適に利用でき

等を検討します

については，周

創出するため

ヶ国語表示，色

幅員４ｍ未満

度」を推進し拡

線(芦屋市霊園

水辺の憩いの場

す。 

ネットワーク

めるように歩行

間を生かした

保を図るため

先道路化を検

に，駅周辺の

るように，関

す。 

周辺景観との

に，ベンチや

色彩表示など

の道路が多く

拡幅整備しま

園へ続く道)は

場や快適な歩

を構成する軸

行者を優先し

沿道の修景と

，開森橋以北

検討し，駅へ

のユニバーサル

関係機関の協

の調和を考慮

やポケットパ

どを検討し，

く入り組んだ

ます。 

は，水と緑の

歩行空間を楽

軸として位置

した道路整備

と河川沿いの

北に歩行者の

へのアク

ルデザイ

協力によ

慮した整

パークの

すべて

だ箇所に

のネット

楽しめる

置付けら

備を検討

の緑化を

の動線確

 



 

 ４) 

 

検

 

保

 

 ５) 

 

(４) 自

 

１) 水

 芦

ら，

 市

持活

 

２) 農

 岩

地

（生

 

３) 民

 住

栽帯

有地

環境

公園・緑地

高齢者や車

検討します。

仲ノ池緑地

保全します。

河川及び水

河川内にお

と流れ，貯水

自然環境保全

水辺を生か

芦屋川は市民

，動植物の生

市民が自然の

活用を図りま

農地の保全と

岩園町や朝日

・水辺であり

生産緑地等）

民有地の緑化

住宅地内の潤

帯設置や，法

地の緑化，集

境の形成を図

地の整備方針

車椅子利用者

 

地は，野鳥が

 

水路の整備方

おいては，市

水できるよう

全及び都市

したビオトー

民にとって身

生息域として

の姿と触れ合

ます。 

と活用 

日ケ丘町周辺

り，また，か

の保全を図

化 

潤い景観を形

法面部分の緑

集合住宅のベ

図ります。 

針 

者が公園・緑地

飛来し，自然

方針 

民が水に親し

に河床及び高

市環境形成の

ープの形成

近な存在であ

の河川空間づ

える身近な緑

にわずかに残

つての芦屋の

ります。 

形成するため，

緑化などを促進

ランダ部分の

地を楽しめる

然観察ができ

しめるように

高水敷地の改

の方針 

あるとともに

づくりを進め

緑地やビオト

残る農地やた

の原風景でも

市民との協

進します。ま

の緑化などを

るように，公園

きる水辺を有

に親水性を保た

改修を関係機関

に，数多くの野

めます。 

トープについて

ため池は，季節

もあることか

協働により，高

また，市民の協

を積極的に進め

園のユニバー

した貴重な緑

たせるととも

関と協議しま

野生生物が生

ては，市民の

節感や生活感

ら，営農者の

高い擁壁を築

協力の下，生

め，緑あふれ

地域別

ーサルデザイ

緑地として，今

もに，水がゆ

ます。 

生息している

の協力を得な

感のある身近

の協力を得て農

築いた際の下

生垣や庭木に

れる，ゆとり

別構想

89
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ン化を

今後も

っくり

ことか

がら維

な緑

農地

部の植

よる民

ある住
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４) 水

 地

では

ま

ケ

満喫

 

５) 沿

宮

改善

(５) 都

  

１) 良

① 

保

② 

周

緑

２) 住

良

の規

感の

合住

ま

な環

在の

 

(６) 市

空

づ

 

別構想 

水と緑のネッ

地域に潤いを

は，市民との

また，阪急芦

ットパークや

喫できるよう

沿道住環境の

宮川線等につ

善・向上を図

 

都市景観形成

良好な住環境

民有地の積

市民との協

保全を図りま

 

沿道傾斜地

幹線道路沿

周辺地域の住

り，斜面を利

緑化を施すよ

 

住宅地景観の

良好な住宅地

規制のほか，

のある街並み

住宅が集まっ

また，山手町

環境が形成さ

の優れた住環

市街地整備の

空き地の細分

くり条例」に

ットワーク 

をもたらす「

の協働により

芦屋川駅から

やベンチ等の

うな環境整備

の改善 

ついては，舗

図ります。 

成の方針 

境の保全と形

積極的な緑化

協働により，

ます。 

地における開

沿いの急勾配

住環境との調

利用した階段

ように，地形

の保全 

地が形成され

建築協定や

み景観の形成

っている地区

町，東芦屋町

されている地

環境を保全し

の方針 
分化や無秩序

に基づき宅地

水と緑のネッ

街路緑化を推

登山口までを

設置を検討し

を心掛けます

舗装改修時に排

形成 

 

積極的な民有

発指導 

配の地区では，

調和に配慮しま

段状の集合住宅

形に合わせた建

ている地区に

地区計画等の

を図ります。

において，導

町，東山町，三

域においては

ます。 

序な土地利用に

の細分化の防

ットワーク」

推進します。

を水と緑のネ

し，訪れる人

す。 

排水性舗装(低

有地内緑化を

斜面地条例

ます。また，

宅の高度化※

建築デザイン

においては，

の導入の支援

特に，低層

導入を支援し

三条町，山芦

は，風致地区

による住環境

防止に努めま

に含まれる芦

 

ネットワークで

人がスムーズに

低騒音舗装)な

を進め，緑あふ

例等により，斜

建築協定や地

を抑制すると

ンの誘導を図

景観地区の基

援をし，住環境

層戸建住宅地区

します。 

芦屋町，朝日ケ

区，緑の保全地

境の悪化を防ぐ
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図 3-3 山手手地域のまちづくり方針

 


